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ソアミル, ジメチルホルムアミドでのエーテル化反応を調べた｡ その結果, 触媒の(Ⅰ)-(Ⅱ)-(Ⅱ)のよ
うな変化とエーテル化反応とが競争しておこっているものと推定した0
第 4 章はブレンステッド酸 ･ オルソぎ酸イソアミルによるエーテル化反応を取扱ったものである｡ 主と




















第 3 章ではアンモニアガスによる解重合について研究し, この反応が初期と後期の 2 段に分けられるこ
とを知った｡ 初期にはアンモニアガスの吸着と脱着の平衡が含まれていることを知った｡ またこの場合に
は反応中に副生するヘキサメチレンテ トラミンはその90% 以上が回収可能であった｡









第3章ではメタクリル酸メチルのグラフ ト重合について研究しグラフト反応速度, グラフトの枝 の 長
さ, グラフト反応の開始点およびグラフト物の熱安定性などについて研究した結果を記載している｡
第 4 茸ではダリシジルメタクリレ- トによるグラフト重合を研究して結果が述べられている. とくにポ
リマーが粉末状の場合によくグラフ ト反応が進行することや反応後にエポキシ基が水酸基に変化すること
を見出している｡
最後に第 5 葦でダリシジルメタクリレ- トによるグラフ ト重合物の紡糸について実験し, グラフト率の
上昇と共に紡糸性は低下するが耐熱性は向上することを認めた｡



















ヒドによる解重合反応が重合物分子の途中にあるエチレン基によって停止するためであると推 定 して い
る｡ なおダリシジルメタクリル酸エステルによるグラフト重合物については紡糸実験が行なわれ, 紡糸性
と耐熱性について調べられた｡
これを要するに本論文はポリオキシメチレンの化学反応を, 主としてその熱安定性と関連付けて研究し
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たもので, 幾多の新しい事実を見出しており, 工業上はもとより学術上も責献するところが少なくない｡
よって本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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